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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第60期

第１四半期連結累計(会計)期間
第59期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 2,944,584 14,642,004

経常利益 (千円) 27,910 602,586

四半期(当期)純利益 (千円) 4,803 208,698

純資産額 (千円) 11,493,370 11,431,515

総資産額 (千円) 14,016,581 14,028,747

１株当たり純資産額 (円) 2,693.52 2,680.22

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 1.15 49.54

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 80.39 79.92

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,142 959,451

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,197 △836,618

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △24,883 △180,233

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,912,036 1,944,974

従業員数 (名) 461 431

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

新規

主に新聞印刷を行うため株式会社読売新聞大阪本社と下記の合弁会社を設立し、関係会社(連結子会

社)といたしました。

(名称)　　　メディアプレス瀬戸内株式会社　　　(住所)　　　　　　　　広島県尾道市

　(資本金)　　50百万円　　　　　　　　　　　　　(主要な事業の内容)　　印刷関連事業

　(議決権に対する提出会社の所有割合)　65.0％

　(関係内容)　役員の兼任　３名

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 461

(注)　１　従業員数は、就業人員であります。

 ２　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

 ３　従業員数は、連結子会社への出向役員を含む就業人員であります。

　　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 320

(注)　就業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

印刷関連事業 1,705,546

出版・広告代理関連事業(出版物) 38,994

合計 1,744,541

(注)　１　金額は販売価格により表示しております。

 ２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)

印刷関連事業 1,818,922

合計 1,818,922

(注)　１　金額は販売価格により表示しております。

 ２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

印刷関連事業 1,596,711

洋紙・板紙販売関連事業 601,882

出版・広告代理関連事業 387,098

美術館関連事業 1,014

カタログ販売関連事業 357,876

合計 2,944,584

(注)　１　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、当該割合が100分の10未満のため、記載を省略してお

ります。

 ２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国の経済は、原油をはじめとする原材料価格の高騰、米国のサブプライム

ローン問題を発端とする金融不安などの影響を受け、景気の減速感が強まりました。

　当社グループの属する業界におきましては、既存市場の成熟化による企業間競争の更なる激化に伴う受

注単価の下落や、原油価格の高騰に伴う原材料価格の上昇などにより、厳しい経営環境が続きました。

　こうした情勢のもと、当社グループでは印刷受注の集中する首都圏・関西圏における営業活動の強化を

図るとともに、本年４月１日付で㈱読売新聞大阪本社と合弁で設立した連結子会社「メディアプレス瀬

戸内㈱」による広島県尾道市での新聞印刷事業の１０月稼動に向け準備を進めております。当第１四半

期に開業費用として２千９百万円の費用が発生しております。

　以上の結果により、当第１四半期の売上高は２９億４千４百万円（前年同四半期比３.０％減）、営業利

益は１千５百万円（同７７.９％減）、経常利益は２千７百万円（同７８.４％減）、四半期純利益は４百

万円（同９３.０％減）となりました。

当第１四半期における事業の種類別セグメントの業績につきましては、以下のとおりであります。

①印刷関連事業

印刷需要の短納期化・低価格化に伴う厳しい企業間競争が続く中、ギフト関連のカタログ印刷受注

の増加に加え、大都市圏における取引先の新規開拓、既存取引先に対する印刷需要の掘り起こしに努め

た結果、売上高は１５億９千６百万円、営業利益は２千２百万円となりました。

②洋紙・板紙販売関連事業

取引先の新規開拓、既存取引先に対する需要の掘り起こしに努めましたが、広告費削減の動きに伴う

印刷需要の減少などにより、売上高は６億１百万円、営業利益は１千５百万円となりました。

③出版・広告代理関連事業

連結子会社の㈱エス・ピー・シーでは、業務提携先の㈱リクルート発行の求人情報誌「タウンワー

ク」において、新たに広告代理事業提携を実施し、同誌松山版を創刊いたしました。また、同社では、

ホットペッパー、リクナビなどを活用し、地域企業の販促活動・人材採用活動を総合的に支援する体制

を強化しました。自社出版事業につきましては、同社のもつノウハウを全国の地方出版社へ販売・運営

指導していく全国ネットワーク事業を推進し、ブライダル情報誌「マリアージュ」や「タウン情報ま

つやま」の別冊「美食倶楽部」などの他県版が創刊されました。本年創刊３４周年を迎えた「タウン

情報まつやま」、ブライダル情報誌「マリアージュ」、ＯＬ向け職域配布雑誌「もっく」、「住まい情

報」などのＷｅｂ・携帯サイトを地域の情報ニーズに対応でいるようリニューアルいたしました。以

上、積極的な事業展開を図りましたが、既存メディアとの競合激化に伴う広告収入の減少や設備投資、

事業拡張に伴う人件費増などにより、売上高は３億８千７百万円、営業損失は２千１百万円となりまし

た。

④美術館関連事業

当社が運営するセキ美術館が昨年１月に開館１０周年を迎えたことを記念して、本年春までの４回

シリーズで開館１０周年記念「愛媛・感動の美術家たち展」を開催、その最終回として本年５月から

約１ヶ月間「第４期展 愛媛ゆかり 花開く 戦後の画家たち」を開催しました。戦後の美術界で活躍し

た愛媛出身、また愛媛にゆかりのある画家たちが、それぞれの美意識の中に、戦後の愛媛を、日本をどの

ように表現してきたか「風景」「人間」「心象」「生物」「生活」の５つのテーマで展示紹介し、約

２千６百名余りの方々にご来館いただきました。以上の結果により、売上高は１百万円となりました。

EDINET提出書類

セキ株式会社(E00730)

四半期報告書

 5/22



当事業は７百万円の営業損失を計上しておりますが、マスコミ取材記事や地域での観光施設紹介、また

県内外からリピーターを含む多数の来館者を通じて当社のイメージ向上につながっており、地域の活

性化や地域文化の発展に寄与しているものと考えております。

⑤カタログ販売関連事業

オフィス関連用品通信販売業者に対する業績は、同社カタログに掲載される販売品目の変更などの

影響で減少したものの、積極的な営業活動により売上、利益とも前年同四半期を上回りました。連結子

会社の㈲こづつみ倶楽部におけるゆうパックを利用した通信販売事業については、同業他社との競争

激化による取扱い数量の減少などにより厳しい事業環境となり、売上高は３億５千７百万円、営業利益

は６百万円となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１千２百万円減少し、１４０億１千

６百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ７千４百万円減少し、２５億２千３百万円となりました。これは主に、

支払手形及び買掛金の減少によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ６千１百万円増加し、１１４億９千３百万円となりました。これは主

に、その他有価証券評価差額金の増加によるものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金と現金同等物は、前連結会計年度末に比べ３千２百万円減

少し、１９億１千２百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同期と比べ８億３百万円減少し、１百万円となりました。これ

は主に、その他流動負債の増加額が３億５千６百万円減少したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前年同期と比べ４億２千万円減少し、９百万円となりました。これ

は主に、投資有価証券の取得による支出が２億１千３百万円減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、前年同期と比べ１千３百万円増加し、２千４百万円となりました。

これは主に、新会社設立による少数株主からの払込みによる収入が１千７百万円増加したことによる

ものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,508,000 4,508,000
ジャスダック証券取

引所
―

計 4,508,000 4,508,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ─ 4,508 ― 1,201,700 ― 1,333,500

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式      324,600

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式    4,183,300 41,833 ―

単元未満株式  普通株式　 　     100 ― ―

発行済株式総数              4,508,000 ― ―

総株主の議決権 ― 41,833 ―

(注)　１　「単元未満株式」の株式数の普通株式には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式1,000株が含まれておりま

す。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
セキ株式会社

愛媛県松山市湊町7-7-1 324,600 ─ 324,600 7.20

計 ― 324,600 ─ 324,600 7.20

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 　５月 　６月

最高(円) 1,9001,8001,700

最低(円) 1,7301,7001,700

(注)　最高・最低株価はジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期

レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法

人から名称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,050,305 2,074,317

受取手形及び売掛金 2,876,310 3,051,468

有価証券 89,080 177,031

商品 401,217 343,863

製品 34,969 36,294

原材料 41,319 38,769

仕掛品 235,337 238,666

貯蔵品 1,914 1,503

繰延税金資産 85,506 57,210

未収還付法人税等 622 321

その他 36,183 27,423

貸倒引当金 △33,433 △32,406

流動資産合計 5,819,334 6,014,463

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,551,897 2,520,298

減価償却累計額 △1,323,306 △1,301,483

建物及び構築物（純額） 1,228,591 1,218,814

機械装置及び運搬具 4,550,607 4,546,502

減価償却累計額 △3,516,077 △3,459,679

機械装置及び運搬具（純額） 1,034,529 1,086,823

工具、器具及び備品 1,524,753 1,521,664

減価償却累計額 △343,618 △338,951

工具、器具及び備品（純額） 1,181,135 1,182,712

土地 1,282,315 1,282,315

その他 32,900 1,678

有形固定資産合計 4,759,471 4,772,344

無形固定資産 45,003 44,696

投資その他の資産

投資有価証券 2,995,979 2,799,320

その他 472,300 476,739

貸倒引当金 △75,507 △78,816

投資その他の資産合計 3,392,773 3,197,243

固定資産合計 8,197,247 8,014,284

資産合計 14,016,581 14,028,747
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,517,523 1,697,203

未払法人税等 64,542 77,337

賞与引当金 164,683 94,562

その他 220,107 240,927

流動負債合計 1,966,856 2,110,031

固定負債

繰延税金負債 157,596 94,600

退職給付引当金 214,610 211,652

未払役員退職慰労金 178,538 178,538

その他 5,609 2,409

固定負債合計 556,354 487,200

負債合計 2,523,211 2,597,232

純資産の部

株主資本

資本金 1,201,700 1,201,700

資本剰余金 1,333,500 1,333,500

利益剰余金 9,176,900 9,213,930

自己株式 △475,032 △475,032

株主資本合計 11,237,067 11,274,097

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 30,791 △61,883

評価・換算差額等合計 30,791 △61,883

少数株主持分 225,511 219,301

純資産合計 11,493,370 11,431,515

負債純資産合計 14,016,581 14,028,747
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 2,944,584

売上原価 2,286,351

売上総利益 658,233

販売費及び一般管理費

配送費 100,438

給料及び手当 227,314

貸倒引当金繰入額 1,163

賞与引当金繰入額 34,536

退職給付費用 6,457

その他 273,136

販売費及び一般管理費合計 643,046

営業利益 15,187

営業外収益

受取利息 5,682

受取配当金 11,697

物品売却益 9,503

仕入割引 4,867

その他 7,032

営業外収益合計 38,783

営業外費用

売上割引 508

賃貸収入原価 950

創立費 853

開業費 23,657

その他 90

営業外費用合計 26,060

経常利益 27,910

特別利益

貸倒引当金戻入額 294

固定資産売却益 31

特別利益合計 326

特別損失

固定資産除却損 90

投資有価証券評価損 6,240

特別損失合計 6,330

税金等調整前四半期純利益 21,906

法人税、住民税及び事業税 60,178

法人税等調整額 △31,933

法人税等合計 28,244

少数株主損失（△） △11,142

四半期純利益 4,803
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 21,906

減価償却費 90,241

有価証券評価損益（△は益） 6,240

貸倒引当金の増減額（△は減少） 668

賞与引当金の増減額（△は減少） 70,120

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,957

受取利息及び受取配当金 △17,380

有形固定資産売却損益（△は益） △31

有形固定資産除却損 90

売上債権の増減額（△は増加） 175,468

たな卸資産の増減額（△は増加） △55,661

仕入債務の増減額（△は減少） △179,680

その他の流動資産の増減額（△は増加） △8,652

その他の流動負債の増減額（△は減少） △58,527

その他の固定負債の増減額（△は減少） 653

小計 48,413

利息及び配当金の受取額 17,273

法人税等の支払額 △64,544

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,142

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,011

有価証券の取得による支出 △50

有価証券の売却による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △45,750

有形固定資産の売却による収入 100

投資有価証券の取得による支出 △61,927

投資有価証券の売却による収入 9,861

貸付けによる支出 △3,150

貸付金の回収による収入 2,690

その他 △1,960

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,197

財務活動によるキャッシュ・フロー

少数株主からの払込みによる収入 17,500

少数株主への配当金の支払額 △380

配当金の支払額 △41,833

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △169

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,883

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △32,937

現金及び現金同等物の期首残高 1,944,974

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,912,036
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間から、新たに設立したメディアプレス瀬戸内㈱を連結の範囲に含めております。
 

２　会計方針の変更

(1)「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当第１

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に

変更しております。これによる損益に与える影響はありません。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

(2)「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会

計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正

平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号)を当第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る

方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によってお

ります。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が無形固定資産に3,226千円計上され、損益に与える影響

はありません。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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簡便な会計処理

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

　

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

　　当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日 至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

追加情報

　　当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日 至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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注記事項

(四半期連結貸借対照表関係)

　　当第１四半期連結会計期間末(平成20年６月30日)及び前連結会計年度末(平成20年３月31日)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日 至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,050,305千円

有価証券 　　　　　89,080千円

　　　計 2,139,385千円

預入期間が３か月超の定期

預金
△219,316千円

MMF及びCP以外の有価証券 △　8,033千円

現金及び現金同等物 1,912,036千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,508,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 324,678

　

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月19日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 41,833 10平成20年３月31日 平成20年６月20日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

取引残高に著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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【セグメント情報】

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

印刷関連
事業

洋紙販売
関連事業

出版・広
告代理関
連事業

美術館関
連事業

カタログ
販売関連
事業 計

消去
又は全社 連結

売上高

(1)外部顧客に
    対する売上高 1,596,711601,882387,0981,014357,8762,944,584― 2,944,584
(2)セグメント間の
    内部売上高又
は
    振替高 144,794305,86412,921― ― 463,580（463,580）―

計 1,741,506907,747400,0201,014357,8763,408,165（463,580）2,944,584

営業利益又は
営業損失(△) 22,08315,555△21,771△7,2536,37514,988 198 15,187
(注)　１　事業区分の決定にあたっては、製品・商品の種類・性質、製造方法、販売市場などの類似性に基づき、印刷関連

事業、洋紙・板紙販売関連事業、出版・広告代理関連事業、美術館関連事業、カタログ販売関連事業に区分して

おります。　

 ２　事業の主な製品　

セグメント区分 主要製品名・事業内容

印刷関連事業 出版印刷物、商業印刷物、紙器加工品

洋紙・板紙販売関連事業 洋紙、板紙

出版・広告代理関連事業 書籍、雑誌、広告代理業

美術館関連事業 美術館の運営ほか

カタログ販売関連事業 カタログによる地域特産品・オフィス関連用品等の販売

 ３　配賦不能営業費用はありません。

 ４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２(1)に記載のとおり、「棚卸資産の評

価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当第１四半期連結会

計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更し

ております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 ５　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２(2)に記載のとおり「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準第第13

号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成

19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号)を当第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法に

よっております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

  これによる損益に与える影響はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　存外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

2,693.52円 2,680.22円

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成20年６月30日) (平成20年３月31日)

　純資産の部の合計額(千円) 11,493,370 11,431,515

　普通株式に係る純資産額（千円） 11,267,859 11,212,214

　差額の主な内訳(千円)

　　少数株主持分 225,511 219,301

　普通株式の発行済株式数（株） 4,508,000 4,508,000

　普通株式の自己株式数（株） 324,678 324,678

　１株当たり純資産の算定に用いられた

4,183,322 4,183,322　普通株式の数(株)

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

  至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 1.15円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益     　　　　　　　　　　　 ─

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

当第１四半期連結累計期間

項目 (自　平成20年４月１日

  至　平成20年６月30日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 4,803

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 4,803

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式の期中平均株式数(株) 4,183,322

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

セキ株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　山　邊　彰　三　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　堀　川　紀　之　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセキ

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成20

年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期

連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連

結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セキ株式会社及び連結子会社の平成20年6月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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